
高木層では、スギは最上層を占め優占種であるが、その
下層にヒメシャラも多く、連続した階層と判断した。そのた
めスギを第1高木層の優先種とし、ヒメシャラを第２高木層
として高木層に含めた。高木層に出現する他の樹種とし
て、ﾔﾏﾎﾞｳｼ・ﾘｮｳﾌﾞ・ｶﾅｸｷﾞﾉｷ等が出現する。

亜高木層では、ｻｸﾗﾂﾂｼﾞが優先し、ﾊｲﾉｷ･ﾕｽﾞﾘﾊ・ｲﾇｶﾞ
ｼ・ｱｾﾋﾞが多い。亜高木層の植被率が３０％と低いのがこ
の林分の特徴である。

月
二
日
に
ル
ー

ト
を
決
定
し
ま

し
た
。

こ
の
迂
回
ル
ー

ト
は
、

世
界

自
然
遺
産
地
域

(

国
立
公
園
特

別
保
護
地
区
及
び
森
林
生
態
系

保
護
地
域

)

内
で
自
然
環
境
へ

の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る

こ
と
も
重
要
な
こ
と
か
ら
、

科

学
委
員
会
の
先
生
方
の
意
見
も

参
考
に
選
定
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

な

お
、

崩

壊

箇

所

の

復

旧

は
、

林
野
庁
が
現
地
調
査
及
び

工
事
発
注
を
行
い
ま
す
が
、

現

地
に
は
大
型
重
機
が
搬
送
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
、

相
当
の
日

数
を
要
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。利

用
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

崩壊地位置図

施設整備箇所位置図

森林軌道上の崩壊地

低木層では、ﾊｲﾉｷの個体数が非常に多く、続いてｻｸﾗﾂ
ﾂｼﾞが多い。他にはﾋﾒﾋｻｶｷ・ｼｷﾐが多い。

草本・鮮苔層では、ﾊｲﾉｷが多い。低木性樹種では、ﾕｽﾞﾘ
ﾊ・ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ・ｼｷﾐが続き、草本は、ｺﾊﾞﾉｲｼｶｸﾞﾏが多い。こ
の層では、ｼｶの嗜好性の低いもののみが生存している。

間
を
利
用
し
事
業
を
実
行
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

縄
文
杉
へ
登
山
さ
れ
る
方
に

は
、

ご
不
便
等
お
掛
け
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、

ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

荒

川

登

山

道

崩

壊

箇

所

に

お

け

る

迂

回

ル

ー

ト

の

設

置

に

つ

い

て

荒
川
登
山
道
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
二
年
一
月
二
五
日
か
ら

落
石
に
よ
り
通
行
不
能
と
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
め
、

関
係
行
政
機
関

で

｢

荒
川
登
山
道
崩
壊
対
策
会

議
」

を
設
置
し
、

一
月
二
九
日

は
ガ
イ
ド
事
業
者
を
交
え
、

今

後
の
縄
文
杉
登
山
者
へ
の
対
応

策
の
た
め
現
地
で
の
崩
壊
地
迂

回
路
の
選
定
調
査
を
行
い
、

二

鹿
児
島
市
喜
入
町
と
屋
久
島

(

栗
生
川

)

以
南
に
分
布
す
る

亜
熱
帯
性
の
常
緑
小
高
木
。

河

口
近
く
の
海
水
と
淡
水
が
混
じ

る
水
域
の
砂
地
に
生
育
し
て
い

る
。

水
に
浸
る
部
分
か
ら
下
部

に
は
多
く
の
支
柱
根
出
て
独
特

な

姿

を

し

て

い

る
。

種

子

に

は
、

木
に
下
が
っ

て
い
る
間
に

根
が
生
え
る
。

果
期
四
～

八
月

メヒルギ
（ひるぎ科）

林

野

庁

で

は

縄

文

杉

周

辺

(

森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
保

全
利
用
地
区

)

に
お
い
て
、

森

林

生

態

系

の

保

全

を

図

る

た

め
、

原
生
的
な
森
林
で
の
森
林

環
境
教
育
的
な
施
設
と
し
て
、

森
林
の
仕
組
み
や
働
き
・
森
林

と
の
接
し
方
等
を
学
べ
る
場
の

整
備
及
び
植
生
回
復
等
の
施
設

を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
に
屋

久

島

森

林

生

態

系

保

護

地

域

バ
ッ

フ
ァ

ゾ
ー

ン
整
備
事
業
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
昨
年
末
に
は
、

ヘ

リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
る
資
材
運
搬

を
行
い
、

登
山
者
が
少
な
い
期

平

成

二

一

年

度

縄

文

杉

周

辺

バ

ッ

フ

ァ

ゾ

ー

ン

整

備

事

業

に

つ

い

て

今
回
決
定
し
た
迂
回
ル
ー

ト

は
、

延
長
約
四
〇
〇
ｍ
で
登
り

の
急
な
箇
所
で
は
、

安
全
と
環

境
に
配
慮
し
て
、

鋼
管
で
階
段

を
設
置
し
、

登
山
道
の
復
旧
後

に
は
撤
去
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

迂
回
ル
ー

ト
は
二
月
中
旬
を

目
途
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。

屋久島の植物

鹿児島県熊毛郡屋久島町宮之浦1577-1
TEL0997-42-0331 FAX0997-42-0333

荒
川
登
山
道

(

森
林
軌
道

)

に
お

け

る

崩

壊

の

発

生

に

つ

い

て

荒
川
登
山
口
か
ら
二
㎞
地
点
に
お
い
て
通
行
不
能

平成22年2月5日
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屋久島中央部の植生垂直分布調査
（平成１９年度調査）

既
に
報
道
等
に
よ
り
ご
存
知

の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

一
月
二
四
日
未
明
に
縄
文
杉
に

通
じ
る
荒
川
登
山
道

(

安
房
森

林
軌
道

)

上
で
崩
壊
が
発
生
し

ま
し
た
。

崩
壊
が
発
生
し
た
場
所
は
荒

川
登
山
口
か
ら
約
二
㎞
の
地
点

で
、

大
杉
橋
を
一
〇
〇
m
ほ
ど

越
え
た
地
点
で
す
。

現
在
、

林
野
庁
で
は
復
旧
に

係
る
専
門
家
の
調
査
を
行
っ

て

い
ま
す
。

ま
た
、

関
係
行
政
機

関
・
地
元
観
光
事
業
者
等
が
連

携
し
、

環
境
に
配
慮
し
つ
つ
、

緊
急
・
応
急
的
な
対
策
を
講
じ

登
山
者
の
安
全
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

屋久島生態系モニタリング

NO1プロットは、山腹中部の南方向に張り出した起伏の
緩い尾根上を水平に分断するように設定した。プロットの
大きさは、５０×１０mの０．０５haである。プロット内を西側
から５つの小プロットに区別した。平均傾斜は、３２°、斜
面方位はS６０°E(東南向き)である。

・標高１２００ｍ地点（NO１プロット）

荒川登山道崩壊箇所
及び迂回ﾙｰﾄ（模式図）



NO

( 発 行
年 月 ）

○白谷雲水峡で保全活動を実
施

スミレ
（すみれ科）

○弥生杉周遊歩道を整備
（樹勢回復を目指して）

○世界自然遺産地域内の樹
木が損傷される

ナンバンギセル
（はまうつぼ科）

タニワタリノキ
（あかね科）

ハダカホオズキ
（なす科）

サルトリイバラ
（ゆり科）

『洋上アルプスＮｏ．１７９号裏面』屋久島森林環境保全センター
※ この紙は九州間伐紙を使用しております。

１６６
(2１.1)

1６８
(2１.3)

○縄文杉の周囲にシカ柵設置

○世界遺産登録一五周年記
念シンポジウム開催

（屋久島の進むべき道）

○屋久島世界遺産地域連絡
会議開催

（屋久島世界遺産地域科学
委員会を設置）

１７６
(2１.11)

１７１
(2１.6)

１７２
(2１.7)

○アサヒビールグループがボ
ランティア活動
○生物多様性の保全について

・ 屋久島森林環境
保全ｾﾝﾀｰ平成２１
年度業務予定

・ 縄文杉荒川登山
・車両乗入れ規制
(ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｳｨｰｸ）
（夏期～秋期）

・ 落書き帳
(白谷雲水峡偏)
・ 生態系モニタリ
ング調査特集

・ 平成２０年「洋上
ｱﾙﾌﾟｽ」掲載一覧

・ ＧＷ期間中にお
ける縄文杉登山者
数外

・ 皆既日食
・ 縄文杉荒川線車
両乗入れ規制
（夏期～秋期）

・ 年頭挨拶
・ 屋久島国有林の
概要図

ハコベ
（なでしこ科）

屋久島北部植生垂直分布調査
（平成１７年度調査）

・宮之浦岳北側斜面
(標高900m地点)

屋久島北部植生垂直分布調査
（平成１８年度調査）

・愛子岳斜面
(標高200m地点)

ヒメフタバラン
(らん科)

１７７
(2１.12)

１７５
(2１.10)

アオツリバナ
（にしきぎ科）

1６７
(2１.2)

○平成二一年度アサヒビール
グループボランティア活動につ
いて
○屋久島ご神山祭り&ドラゴン
ボート

平成２１年「洋上アルプス」掲載記事一覧

大 記 事 小 記 事
屋久島の
植 物

裏 面
屋 久 島 生 態 系
モ ニ タ リ ン グ

テッポウユリ
（ゆり科）

ヤクシマキイチゴ
（ばら科）

１６９
(2１.4)

１７０
(2１.5)

屋久島北部植生垂直分布調査
（平成１７年度調査）

・宮之浦岳北側斜面
(標高1395m地点)

・ 夏休み期間中の
自然休養林の利
用状況

イワガラミ
（ゆきのした科）

・ 平成２０年月別､
地点別雨量観測
データ
・標高別雨量比較
表

・ 屋久島自然休養
林の入場者数の
推移

１７３
(2１.8)

○二一年度屋久島世界遺産
地域連絡会議開催
（屋久島世界遺産地域の保全
管理について）

愛子岳植生垂直分布調査
（平成１８年度調査）

・愛子岳斜面
(標高1200m地点)

○｢九州森林の日｣イベント
○今年最後のお届け講座

○森林パトロール&皆既日食
の状況

（山岳部における｢登山者へ
注意の呼びかけ｣）

１７４
(2１.9)

愛子岳植生垂直分布調査
（平成１８年度調査）

・愛子岳斜面
(標高800m地点)

○縄文杉周辺の植生モニタリ
ング調査を実施
（縄文杉周辺のシカ柵設置後
の植生状況を継続調査）

屋久島北部植生垂直分布調査
（平成１８年度調査）

・愛子岳斜面
(標高400m地点)

・ ヤクタネゴヨウ保
全対策連絡協議
会屋久島支部会
の開催外

・ 屋久島森林生態
系保護地域などに
おける学術調査等
の入林状況

○自然体験セミナー｢森物語｣
の開催
○小杉谷バイオトイレの増設

愛子岳植生垂直分布調査
（平成１８年度調査）

・愛子岳斜面
(標高1000m地点)

リョウブ
（りょうぶ科）

屋久島北部植生垂直分布調査
（平成１７年度調査）

・宮之浦岳北側斜面
(標高1000m地点)

○シンポジウム開催｢世界自
然遺産・縄文杉からのメッセー
ジ｣

（屋久島森林生態系保護地
域のモニタリング調査から)

○シャクナゲパトロールの実
施
○鹿児島県高校総体山岳競
技大会で携帯トイレを活用

○縄文杉展望デッキ標示区分
の塗り替え
○屋久島山岳部車両運行対
策協議会の開催

○科学委員会の設置と研究
フォーラムを開催

（研究フォーラム～屋久島の
価値と科学の役割～）

屋久島北部植生垂直分布調査
（平成１７年度調査）

・宮之浦岳北側斜面
(標高1250m地点)

○屋久島・世界遺産等調査研
究推進地域連絡会議の開催

○縄文杉の枝折損跡を調査
（積雪による縄文杉の枝折

損跡を登攀(とうはん)・撮影調
査）

○森林保護員三名を追加採
用
○ヤクタネゴヨウ保全対策連
絡協議会開催

屋久島北部植生垂直分布調査
（平成１７年度調査）
・北部地域の特徴

屋久島北部植生垂直分布調査
（平成１７年度調査）

・宮之浦岳北側斜面
(標高1350m地点)

○森林管理署職場見学
（署に一時の安らぎ、｢可愛い
子ども達が来訪｣）

愛子岳植生垂直分布調査
（平成１８年度調査）
・愛子岳斜面(標高600m地点)

○第一回屋久島世界遺産地
域科学委員会の開催

（順応的保全管理体制の構
築に向けて）

○平成二一年度屋久島世界
遺産地域連絡会議

(幹事会により課題と対策の
方向性を検討)

○研究フォーラムの開催
屋久島の価値と科学の役割


